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東
京
都
通
達
が
全
国
に
波
及

去
る
五
月
三
十
日
に
東
京
都
が
台
湾
か
ら

の
転
入
・
台
湾
へ
の
転
出
の
際
、
住
民
基
本

台
帳
（
住
民
票
）
に
「
台
湾
」
の
表
記
を
認

め
て
も
よ
い
と
す
る
通
達
を
都
内
の
全
区
市

町
村
に
出
し
、
産
経
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
全
国
に
波
及
し
て
い
る
。

こ
の
通
達
を
受
け
、
杉
並
区
や
日
野
市
で

は
「
台
湾
」
に
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
こ
の
住
民
票
正
名
問
題
が
三
年
前

の
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
杉
並
区

に
発
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
感

慨
も
深
く
嬉
し
い
限
り
だ
。

ま
た
、
天あ
ま

目め

石い
し

要よ
う

一い
ち

郎ろ
う

・
武
蔵
村
山
市
議

か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
九
月
議
会
で
市
当

局
に
対
応
を
質
し
た
と
こ
ろ
、「
市
民
の
要

望
ど
お
り
に
表
記
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
以
前
、
武
蔵
村
山
市
の
市
民
課
が

「
中
国
」
と
表
記
す
る
法
的
根
拠
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
結
論
は
「
法
的
根
拠
は
な
い
」
だ

っ
た
こ
と
も
併
せ
て
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
東
京
都
板
橋
区
で
は
、
こ
の
問

題
に
関
心
を
抱
く
区
民
な
ど
か
ら
の
要
請
に

よ
り
、
十
月
一
日
か
ら
本
人
の
届
出
に
台
湾

と
あ
る
場
合
は
「
台
湾
」
と
表
記
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

一
方
、
石
川
県
で
は
十
月
一
日
に
開
か
れ

た
総
務
企
画
委
員
会
で
、
宮み
や

元も
と

陸り
く

県
議
の
質

問
に
対
し
て
担
当
者
か
ら
台
湾
表
記
を
認
め

る
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
市
町
村
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
は
公
文
書
と
し
て
回
答
す
る
こ
と

も
で
き
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
特
に
「
そ
も

そ
も
国
名
に
つ
い
て
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
縛
り
は
な
い
」
と
の
石
川
県
の

認
識
は
、
住
民
票
表
記
が
外
登
証
事
務
の
国

籍
表
記
の
縛
り
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
他
の
自
治
体
で
も
認
識

し
て
も
ら
い
た
い
重
要
ポ
イ
ン
ト
だ
。

生
き
て
い
る
法
務
省
の
戸
籍
事
務
通
達

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
住
民
票
の
台
湾
表

記
を
阻
む
原
因
を
「
外
登
証
事
務
の
国
籍
表

記
の
縛
り
」
と
し
て
い
た
が
、
最
近
に
な
っ

て
、
戸
籍
事
務
に
関
す
る
法
務
省
の
昭
和
三

十
九
年
通
達
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
民
事
局
長
名
で
出
さ
れ
た
「
中
華

民
国
の
国
籍
の
表
示
を
『
中
国
』
と
記
載
す

る
こ
と
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
通
達
で
、

「
届
書
及
び
戸
籍
に
記
載
す
べ
き
出
生
又
は

死
亡
の
事
件
発
生
地
は
も
ち
ろ
ん
、
婚
姻
又

は
縁
組
事
項
に
記
載
す
る
国
籍
の
表
示
に
つ

い
て
も
中
国
本
土
及
び
台
湾
を
区
別
す
る
こ

と
な
く
、
す
べ
て
『
中
国
』
と
記
載
す
る
こ

と
」
と
命
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
台
湾
政

府
を
「
中
国
」
政
府
と
承
認
し
て
い
た
（
台

湾
住
民
を
中
国
国
民
と
見
做
し
た

0

0

0

0

）
時
代
の

昭
和
三
十
九
年
通
達
が
生
き
て
い
た
戸
籍
表
記
も
見
直
し
を
！
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通
達
で
、
こ
れ
が
戸
籍
の
台
湾
表
記
を
阻
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
法
務
省
は
入
国
管
理
局
の
内

規
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」
で
在
日

台
湾
人
の
外
登
証
の
国
籍
欄
を
「
中
国
」
と

し
、
四
十
四
年
も
前
の
戸
籍
事
務
に
関
す
る

通
達
で
出
生
地
な
ど
台
湾
の
国
籍
を
「
中

国
」
と
表
記
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
時
代

錯
誤
も
は
な
は
だ
し
い
、
現
実
無
視
の
内
規

や
通
達
は
今
す
ぐ
見
直
さ
れ
る
べ
き
は
当
然

で
あ
り
、
異
論
を
挟
む
余
地
は
な
い
。

政
府
は
来
年
度
、
外
登
証
を
廃
止
し
「
在

留
カ
ー
ド
」
を
使
っ
た
外
国
人
台
帳
制
度
を

導
入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ

れ
を
契
機
に
、
不
条
理
極
ま
る
入
国
管
理
局

内
規
も
三
十
九
年
通
達
も
早
々
に
改
め
る
べ

き
を
強
く
訴
え
た
い
。

森
英
介
法
相
に
小
田
村
会
長
が
要
請
書

小
田
村
四
郎
会
長
は
十
月
十
六
日
、
麻
生

内
閣
の
法
務
大
臣
に
就
任
し
た
森
英
介
氏
に

左
の
「
在
日
台
湾
人
外
登
証
の
国
籍
是
正
に

関
す
る
要
請
書
」
を
送
達
し
た
。
同
時
に
、

森
法
相
の
地
元
千
葉
県
の
川
村
純
彦
支
部
長

が
同
趣
旨
の
要
請
書
を
地
元
事
務
所
に
送
っ

た
こ
と
も
併
せ
て
お
伝
え
す
る
。

〈
貴
省
入
国
管
理
局
の
内
規
（
外
国
人
登
録

事
務
取
扱
要
領
）
に
よ
り
、
外
国
人
登
録
に

お
け
る
在
日
台
湾
人
の
国
籍
は
「
台
湾
」
で

は
な
く
、
在
日
中
国
人
と
同
様
「
中
国
」
と

な
っ
て
お
り
、
中
華
人
民
共
和
国
国
民
と
し

て
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
在
日
台
湾
人
に

交
付
す
る
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
の
国
籍

表
記
は
「
中
国
」
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
学

校
、
職
場
、
日
常
社
会
に
お
い
て
中
国
国
民

と
誤
解
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に

直
面
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
外
国
人
登
録
の
目
的
は
「
外
国

人
の
居
住
関
係
及
び
身
分
関
係
を
明
確
な
ら

し
め
、
も
つ
て
公
正
な
管
理
に
資
す
る
」

（
外
国
人
登
録
法
第
一
条
）
こ
と
に
あ
る
。

よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
身
分
関
係
を
不
明
確
に

す
る
措
置
は
、
明
ら
か
に
同
法
違
反
で
あ
る

と
と
も
に
、
同
法
の
「
公
正
な
管
理
」
の
原

則
に
反
し
、
在
日
台
湾
人
に
不
公
平
な
精
神

的
差
別
を
も
た
ら
す
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
貴
省
が
作
成
し
た
人
権
擁
護

法
案
で
は
、「
台
湾
人
の
外
国
人
登
録
に

『
中
国
』
と
記
載
す
る
行
為
が
人
権
侵
害
で

あ
る
と
す
る
申
告
」
の
場
合
は
調
査
を
開
始

し
な
い
類
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
事

実
が
あ
る
な
ど
、
貴
省
が
加
害
者
た
る
入
国

管
理
局
の
保
護
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
か
に

見
え
る
。

日
本
政
府
は
台
湾
を
中
華
人
民
共
和
国
の

領
土
と
は
認
め
て
お
ら
ず
、
台
湾
国
民
を
中

国
国
民
と
同
一
国
民
と
す
る
の
は
大
き
な
誤

り
だ
。

よ
っ
て
本
会
は
貴
省
に
対
し
、
在
日
台
湾

人
の
国
籍
を
「
台
湾
」
と
す
る
よ
う
、
速
や

か
に
訂
正
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
。
以
上

平
成
二
十
年
十
月
十
六
日�

　

日
本
李
登
輝
友
の
会
会
長　

小
田
村
四
郎�

法
務
大
臣　

森
英
介
殿
〉

本
会
で
は
近
く
署
名
活
動
も
行
う
予
定
に

つ
き
、
ご
助
力
を
広
く
賜
り
た
い
。


